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論 文 内 容 要 旨
目的： 可撤性部分床義歯（RPD）装着は口腔内環境に変化をもたらし，口腔衛生状態を悪化させる
ため，歯周病やう蝕などの歯科疾患に関連し，さらにこれらに継発する残存歯の喪失までも誘発する
とこれまで指摘されてきたが，RPD 装着後の残存歯歯周組織の変化を縦断的に観察し，統計学的に分
析した研究は少なく，残存歯歯周組織の経時的変化に影響する因子に着目した報告は僅少である。そ
こで本研究では，RPD 装着患者の残存歯歯周組織状態に影響を及ぼす因子を，後ろ向きコホート調査
から明らかにすることを目的とした。
方法：東北大学歯学部臨床実習において RPD を装着した患者 231 名のうち約 5 年後のリコール調査
に応じた患者 108 名から，5 年間継続または期間中に再製作後に継続使用している患者 80 名，107 床 , 
残存歯 833 歯を対象とした。歯周組織状態の評価には 1）歯周ポケット深さ，2）Miller の動揺度，3）
歯槽骨吸収度を用い， 1）に関しては歯周ポケット 4mm 以上の歯数の増加，2）に関しては動揺度 2 度
以上の歯数の増加，3）に関しては骨吸収指標の 1 ランク以上の低下をそれぞれの残存歯歯周組織状態
の変化の基準として，いずれか 1 項目を満たした場合に，歯周組織状態の悪化と定義した。解析には
説明変数を 1）性別，2）喫煙，3）RPD 装着時年齢，4）上下顎の別，5）支台歯数，6）メインテナン
ス頻度，7）義歯床種類，8）RPD サイズ（片側処理／両側処理），9）対顎の RPD 装着の有無の 9 項
目とした多重ロジスティック回帰分析を用い，歯周組織状態悪化に対するオッズ比および 95% 信頼区
間を算出した。
結果：性別およびメインテナンス頻度と，歯周組織状態の悪化との間に有意な関連が認められた。
RPD 設計に関連する因子と歯周組織状態の悪化には有意な関連は認められなかった。
結論：RPD 装着が残存歯歯周組織状態に与える影響は，性別およびメインテナンス頻度により予測
できる可能性が示唆された。
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審 査 結 果 要 旨
可撤性部分床義歯（RPD）の装着は，口腔衛生状態を悪化させることでう蝕や歯周病の発生を惹起し，
さらに歯の喪失にも関連することが指摘されているが，RPD 装着後の残存歯の歯周組織の状態を縦断
的に分析した研究は少ない。本研究は，RPD装着者の残存歯歯周組織状態に影響を及ぼす因子について，
後ろ向きコホート調査から検討することを目的として実施された。
方法としては，東北大学歯学部臨床実習において最終義歯として RPD を装着した患者 231 名のうち，
装着から約 5 年経過後のリコールに応じた 108 名から，5 年間継続使用または期間中，再製作後継続
使用している患者 80 名，107 床，残存歯 833 歯を対象にした。歯周組織状態の評価法には，１．歯周
ポケット深さ，２．Miller の動揺度，３．デンタル X 線写真による歯槽骨吸収度を用い，１に関して
は歯周ポケット 4mm 以上の歯数の増加，２に関しては動揺度 2 度以上の歯数の増加，３に関しては 4
段階で 1 ランク以上の低下を基準とし，いずれかの 1 項目を満たした場合に歯周組織状態の悪化と定
義した。解析では上記１から３の項目を目的変数とし，説明変数として，性別，喫煙，RPD 装着時年
齢（65 歳以上／ 65 歳未満），5 年間平均メインテナンス頻度（年 1 回以上／年 1 回未満），上下顎の別，
支台歯数（2 歯以下／ 3 歯以上），義歯床種類（レジン床／金属床），RPD サイズ（片側処理／両側処
理），対顎の義歯装着の有無を設定した。単変量解析（カイ二乗）の後に多変量解析（多重ロジスティッ
ク回帰分析）を用いて統計学的解析を行った。
結果として，歯周組織状態の変化と各変数との単変量解析では性別に有意な関連が認められた。ま
た，歯周組織状態の変化に影響する因子について多変量解析を行ったところ，性別とメインテナンス
頻度が独立した有意な変数と認められ，女性に対する男性のオッズ比は 5.46，メインテナンス頻度年 1
回以上に対する年 1 回未満のオッズ比は 2.40 であった。性別に関しては他の研究でも男性の方が女性
よりも歯周破壊が高いことが報告されており，その理由として男性における口腔衛生への関心の低さ
や社会的ストレスを挙げている。メインテナンス頻度についても，口腔衛生への関心度が背景にある
と推測している。
本研究により，RPD 装着後の歯周組織状態の経年的変化は，性別と口腔衛生管理を含むメインテナ
ンスケアの有無に影響され，RPD 装着後の歯周組織状態を健全に維持するためには，口腔衛生への関
心を高めることや，特に男性患者への動機付けが重要であることが示唆された。これらの知見は今後
の RPD の臨床および研究に大きく寄与すると考えられる。よって，本論文は博士（歯学）の学位に相
応しいものと判断する。
